
現代英語における譲歩を表す前置詞
―英語史研究の英語教育への貢献―

菊 地 翔 太＊

１．はじめに

本研究の目的は，英語母語話者と日本人英語学習者における譲歩を表す

前置詞 despiteと in spite ofの使用状況をコーパスを用いて比較分析する

ことで，現代の英語教育で譲歩の前置詞について何が重点的に指導される

べきかに関して提言することである。具体的には，現代英語の通時的・共

時的コーパス（COCA，COHA，Brown Familyコーパス等）を用いて，

英語史の視点から現代英語における譲歩の前置詞の使用状況を分析した後

に，日本人英語学習者（中高生・大学生）の作文コーパス（JEFLL，ICNALE）

を用いて，日本人英語学習者の使用傾向を英語母語話者と比較しながら分

析する。最後に，本研究で明らかにした日本人英語学習者の特徴に着目す

ることで，譲歩の前置詞を指導する際の優先事項を提案する。

２．先行研究

英語史における譲歩の前置詞の通時的な変化に関しては，コーパスを用

いた研究がこれまでにいくつかなされている。代表的な研究としては，A

Representative Corpus of Early English Registers（ARCHER）を用いて１６５０
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年から１９９０年の間の変化を調査した Rissanen（２００２）や，Brown Family

コーパスに基づき２０世紀後半（１９６０年代から１９９０年代まで）の英米での使

用状況を調査した田島（１９９４）や岩田（２００１）が挙げられる。２０世紀後半

の譲歩の前置詞の使用を，使用域やコロケーションの視点から調査した研

究には，British National Corpus（BNC）を用いた Hoffman（２００５）があ

る。最近の研究には，様々なコーパスを用いて１９世紀から２１世紀までの譲

歩の前置詞の使用頻度の変遷を調査した菊地（２０１４）がある。菊地（２０１４）

は，通時的・共時的視点から，１９世紀から２１世紀にかけて起こった変化を，

使用域や語法・慣用法に着目して調査している。本研究では，菊地（２０１４）

に基づき，現代英語で起こったと考えられる譲歩の前置詞に関する重要な

変化を４節で紹介する。

最近の日本の英語史研究では，「過去志向」の英語史の知識が「現代志

向」の英語教育にどのように貢献しうるかという問題が取り上げられるこ

とがあり，二つの研究分野は一見すると接点がなさそうではあるが実は親

和性が高いということが度々主張されている（古田２０１５；寺澤近刊等）。

この潮流は，２０１４年５月に日本英文学会の第８６回全国大会において，「グ

ローバル時代の英語教育－英語史からの貢献」というタイトルのシンポジ

ウムが開催されたことからも窺い知ることができる。また，最近の英語史

研究の動向として，現代英語における現在進行中の変化への関心の高まり

が挙げられる（Mair２００６；Leech et al.２００９等）。このような背景を踏ま

えると，これからの英語史研究では，変容する現代英語における変化を射

程に入れることにより，現代英語を扱う「現代志向」の英語教育により大

きな貢献ができるのではないだろうか。寺澤（近刊）は，法助動詞と仮定

法現在に関する現在進行中の変化を調査し，現代英語の実情にかなった指

導法を実証的に提案している。しかし，筆者の知る限り，本論で取り上げ

る譲歩の前置詞に関する変化に着目し，実証的なデータに基づき英語教育

に対して提案を投げかけるような研究はこれまで行われていない。
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３．方法

現代英語における譲歩の前置詞の使用状況に関しては，前節で紹介した

菊地（２０１４）の調査結果を引用する。通時的変化を概観する際には，１９６０

年代から２０００年代までの英米での言語変化を調査する際に有用な Brown

Familyコーパスと，１８１０年から２００９年までの約２００年間をカバーする４億

語の大規模なアメリカ英語のコーパス Corpus of Historical American Eng-

lish（COHA）の調査結果を紹介する。１ 現代英語における使用域毎の違い

を共時的に観察する際には，１９９０年から２０１２年までのアメリカ英語のコー

パスである Corpus of Contemporary American English（COCA）と１９８０年

代から１９９３年までのイギリス英語の資料から成る British National Corpus

（BNC）の調査結果を示す。２ これら二つのコーパスには話し言葉のデー

タも含まれているので，話し言葉と書き言葉の比較が可能である。

日本人英語学習者の英語使用の調査には，Japanese EFL Learner Corpus

（JEFLL）と International Corpus Network of Asian Learners of English（IC-

NALE）を用いた。JEFLLは日本人中高生１万人の英作文を集めた約７０万

語弱の学習者コーパスで，論説文と叙述文の二つの作文のタイプから構成

されている。ICNALEはアジア１０カ国の２６００人の大学生と２００人の英語母

語話者によるエッセイを集めた約１３０万語のコーパスであり，日本人学習

者のサブコーパスは４００人による計８００のエッセイ（約１８万語）を収録して

いる。どちらのコーパスも辞書の使用を禁止しているという点では共通し

ているが，JEFLLではどうしても英語で言いたいことが書けない場合に

限り日本語の使用を許可している。３
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４．現代英語における譲歩の前置詞の使用状況

本節では，菊地（２０１４）の研究結果の概要を紹介し，現代英語における

譲歩の前置詞の実態を概観する。COHAにおける譲歩の前置詞の使用頻

度の変遷を示した図１によると，１９世紀には，かつて優勢であった notwith-

standingが頻度を落とし，in spite ofが台頭するという大きな変化が起こっ

ている。４２０世紀に目を向けると，in spite ofが１９１０年以降一貫して頻度

を落とす一方，前世紀にはあまり用いられていなかった despiteが着実に

頻度を増し，１９４０年代には両形態の形勢が逆転している。２０世紀の後半に

も despiteは頻度を増し，２０００年代にはかつて優勢であった二形態を圧倒

する頻度で使用されていることが見て取れる。

この変化が英米両変種でどのように進んでいったのかを知るために，

Brown Familyコーパスに基づきアメリカ英語のデータを示した表１とイ

ギリス英語のデータを示した表２を確認したい。５２０世紀に起こった de-

spiteと in spite ofの頻度の逆転は，イギリス英語よりもアメリカ英語で

先に起こったと考えられ，１９６１年と１９９１/１９９２年にはイギリス英語が de-

spiteの導入に遅れを取っていたために英米差が観察されたが，２０００年代

には両変種の差はほとんど消滅しているようである。６

図１．COHAにおける譲歩の前置詞（１００万語あたりの語数）（菊地２０１４：６）
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語法書や文法書の中には，despiteを形式ばった語であると記述してい

るものもあるが，使用域による違いはあるのだろうか。７ COCA（１９９０年

から２０１２年までのアメリカ英語のコーパス）と BNC（１９８０年代から１９９３

Brown（１９６１） Frown（１９９１） AmE０６（２００６）

despite １０４（６６.７％） １２２（８６.５％） １６７（８７.０％）

in spite of ５２（３３.３％） １９（１３.５％） ２５（１３.０％）

LOB（１９６１） FLOB（１９９２） BE０６（２００６）

despite ７４（４８.４％） １３１（７４.０％） １６９（９２.９％）

in spite of ７９（５１.６％） ４６（２６.０％） １３（７.１％）

despite in spite of notwithstanding

abs pmw % abs pmw % abs pmw %

COCA Spoken ６０１６ ６２.９４ ８４.６％ ８２４ ８.６２ １１.６％ ２７１ ２.８４ ３.８％

Fiction ７７５２ ８５.７２ ７７.９％ １９６０ ２１.６７ １９.７％ ２３８ ２.６３ ２.４％

Magazine １３３７５ １３９.９７ ８８.４％ １２００ １２.５６ ７.９％ ５４９ ５.７５ ３.６％

Newspaper １４９７９ １６３.３２ ９３.０％ ６７１ ７.３２ ４.２％ ４５０ ４.９１ ２.８％

Academic １７１９７ １８８.８４ ８２.８％ ２３９６ ２６.３１ １１.５％ １１７４ １２.８９ ５.７％

BNC Spoken ２２０ ２２.０８ ７７.７％ ４４ ４.４２ １５.６％ １９ １.９１ ６.７％

Fiction １４４７ ９０.９５ ６８.４％ ６３５ ３９.９８ ３０.１％ ３２ ２.０１ １.５％

Magazine １２３８ １７０.４８ ８９.５％ １１３ １５.５６ ８.２％ ３３ ４.５４ ２.４％

Newspaper ２５０７ ２３９.５３ ８９.３％ ２８４ ２７.１３ １０.１％ １８ １.７２ ０.６％

Non−acad ３１０２ １８８.０５ ８３.６％ ４９０ ２９.７１ １３.２％ １１８ ７.１５ ３.２％

Academic ２７４５ １７９.０４ ７８.６％ ４５４ ２９.６１ １３.０％ ２９５ １９.２４ ８.４％

Misc ２８７８ １３８.１３ ７８.６％ ５８６ ２８.１３ １６.０％ １９９ ９.５５ ５.４％

表１．アメリカ英語における despite と in spite of の使用頻度の変化（菊地

２０１４：６一部改変）

表２．イギリス英語における despite と in spite of の使用頻度の変化（菊地

２０１４：６一部改変）

表３．COCA，BNCにおける譲歩の前置詞（菊地２０１４：９一部改変）

（abs＝絶対数，pmw＝１００万語あたりの語数，％＝全体（３種類の前置詞）に
占める割合）
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年までのイギリス英語のコーパス）に基づき，使用域毎の使用状況を示し

た表３によると，現代英語では話し言葉を含むどのジャンルにおいても

despiteが最も使用頻度の高い譲歩の前置詞であることがわかる。

これまでの調査結果を踏まえると，despiteは現代の英米両変種におい

てジャンルにかかわらず最も頻出する前置詞なので，英語学習者が最も優

先して覚えるべき譲歩の前置詞が despiteであることは明らかである。英

語教育において despiteと in spite ofが同等に用いられるかのように扱わ

れているとしたら，あるいは，in spite ofの方が標準的な形態であるとみ

なされているとしたら，それは問題であろう。in spite ofは despiteの同

義表現として参考程度に扱われるべきである。村田（２００５：１１０）は，主

に読解のための受容文法（receptive grammar）と，表現のための産出文

法（productive grammar）を区別して文法事項を整理することを提案して

いるが，現代では極めて使用頻度が低い in spite ofは，受容文法事項とし

て大学以降の英語教育で扱われるべきではないだろうか。

５．英語母語話者と日本人英語学習者における譲歩の前置詞

の使用の比較

本節では，前節の調査結果を踏まえて，日本人英語学習者がどのように

譲歩の前置詞を使用しているかを詳細に見ていく。表４は比較のために，

日本人の調査結果だけでなく ICNALEにおける英語母語話者の調査結果

despite in spite of

中高生（JEFLL） ３（１２.５％） *２１（８７.５％）

大学生（ICNALE） ３（１５.０％） １７（８５.０％）

母語話者（ICNALE） １（１００％） ０（０.０％）

表４．日本人英語学習者と英語母語話者における despite と in spite of の使

用頻度

*inspite ofが一例含まれている。
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も載せている。８

日本人英語学習者は，中高生・大学生共に，現代では廃れかかっている

in spite ofを，despiteをかなり上回る頻度で過剰使用していることが明ら

かになった。９ 驚くべきことに，in spite ofの頻度はどちらの学習者層で

も８５％を上回っており，現代英語における使用状況とは大きく乖離してい

る。譲歩の前置詞の使用に関して言えば，日本人英語学習者の英語は，１００

年以上前の１９世紀末の英語に非常に類似しており，英語母語話者に不自然

な印象を持たれても不思議ではないかもしれない。

次に，日本人英語学習者が規範文法的に正しく譲歩の前置詞を使用して

いるかどうかに着目して使用例を分析する。本研究では，用例を「正用法」

と「誤用法」の二つに分類する。正用法は，以下の例文（１）から（３）

が示すように，譲歩の前置詞が，規範文法的に正しく前置詞として使用さ

れており，目的語に名詞（代名詞や動名詞を含む）を取る場合と定義する。１０

正用法の定義から外れた用例は誤用法と判断する。表５に正用法と誤用法

の頻度を示す。

（１）In spite of this advice, he was smoking every day. （ICNALE）

（２）I always sit up late at night and don’t get up early. So I have little

time for eating breakfast. In spite of that I always eat much.

（JEFLL）

（３）If we don’t ban smoking clearly, some people will smoke at a res-

taurant in spite of knowing that many people hate it. （ICNALE）

日本人英語学習者は学習者層にかかわらず，２０％以上の頻度で譲歩の前

置詞を誤用していることが見て取ることができる。以下，どのような誤用

が多いのか実際の使用例を見ながら確認していきたい。

最も多く観察された誤用は，譲歩の前置詞を従属接続詞として使用する
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品詞の混同であり，日本人英語学習者は despiteや in spite ofが「前置詞」

であるということをしっかりと理解していないようだった。（４）から（６）

では，despiteは文を支配しており，従属接続詞の althoughや thoughの

ような機能で使用されている。従属接続詞の使い方に関する理解も不完全

なのか，（５）と（６）ではカンマではなくピリオドの後に despiteの誤

用が観察されることも注目すべき点である。１１ in spite ofの場合にも同様

に，（７）から（１０）のような従属接続詞としての誤用が見られた。（９）

と（１０）は譲歩の前置詞が that節を目的語に取る誤用であるが，（１０）で

は in spite ofの ofが欠落している。

対照的に，日本人英語学習者のデータには，（１１）のように従属接続詞

の althoughが前置詞として使用されているような用例も含まれている。

また，譲歩表現以外でも，（１２）のように従属接続詞の whileが前置詞の

ように使用されている例や，（１３）のように前置詞の duringが従属接続詞

として使用されているような用例も観察された。この種の誤用は，前置詞

と従属接続詞の機能に関する日本人英語学習者の理解の不十分さに起因し

ているように思われる。

（４）But I am completely satisfied with that experience despite I didn’t

feel the atmosphere of the festival. （JEFLL）

（５）But non smoker’s right is lighter than smoker’s one. Smoker’s can

正用法 誤用法

中高生（JEFLL） １９（７９．２％） ５（２０．８％）

大学生（ICNALE） １５（７５．０％） ５（２５．０％）

母語話者（ICNALE） １（１００％） ０（０．０％）

表５．日本人英語学習者と英語母語話者における譲歩の前置詞の正用法と誤用

法の頻度
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smoke almost every where every time. Despite smoker can control

their desire short time like class. If they wanted to smoke, they

can go to smoking place after eating meal soon. （ICNALE）

（６）But my mother serves me rice and [JP: 味 汁] every day. despite

she knows which I prefer. （JEFLL）

（７）And if we enter a restaurant, we often see a situation that a lot of

people wait for nonsmoking seats in spite of smoking seats are va-

cant. （ICNALE）

（８）But my collection is very priceless for me in spite of some one

think that they are worthless. （JEFLL）

（９）Just then, I smelled the disagreeable odor of the smoke in spite of

that I ate delicious foods. （ICNALE）

（１０）For these reasons, I don’t agree to ban smoking at restaurants

completely, in spite that I don’t smoke. （ICNALE）

（１１）On festival day, badly it was rain and cold. So we worried that our

food don’t sell. But!! Although the bad weather, our foods were

sold very much!! （JEFLL）

（１２）Now I don’t have Otoshidama, becauuse [sic] I used OTOSHI-

DAMA while winter vacations. （JEFLL）

（１３）I can’t think that though they are heavy smoker they can’t stand to

smoke for only 1 or 2 hours during they eat. （ICNALE）

譲歩の前置詞の誤用の例には，despiteと in spite ofを混同した例も含

まれている。（１４）では，in spite ofとの混同からか，despiteに余計な of

が後続している。（１５）では，おそらく despiteとの類推により，in spite

ofの in spiteが一語として綴られている。１２
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（１４）When I was in the city, I heard someone been killed by a gun.

Strangely I thought I was a target. Who was the killer if it was

true? And despite of my will, my legs were heavy and the road was

complicated. At last I was shoot by the killer. As soon as I died I

woke up. （JEFLL）

（１５）At last we were fail, when we got [JP:nainn] points. Inspite of our

fail, I was satisfied with this result, and I thought my [JP:pa−tona−]

felt [JP:onaji_you_ni], too. （JEFLL）

その他の誤用には，in spite ofの目的語の位置に動名詞ではなく動詞の

原形が使われている（１６）の例が見られた。

（１６）And they begin to be interested in smoke, in spite of be under 20,

they could begin to smoke. （ICNALE）

ここまでは譲歩の前置詞が文法的に正しく前置詞として使用されている

かどうかに着目して正用か誤用かを判断したが，上で見た「正用法」に含

まれる例の中には，譲歩の前置詞の後に目的語として名詞が正しく使われ

ているが，英語母語話者が違和感を覚えるような誤用とも取れる使用例が

見られる。in spite ofが使用されている（１７）がその代表例である。１３ 問

題なのは despiteの代わりに in spite ofが使用されていることではなく，in

spite ofの使用のされ方である。（１７）の“in spite of nonsmokers”は，「私

達は非喫煙者であるにもかかわらず」という内容を意図していると考えら

れるが，“nonsmokers”と主節の“we”が同格であるという解釈はこの譲歩

表現の文字通りの解釈ではないだろう。この文の書き手である学習者の意

図に反して，「非喫煙者を蔑ろにして」といった意味で解釈されてしまう

可能性がある。この学習者が意図した意味を表すには，動名詞を用いて in
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spite of being nonsmokersとするなど，他の書き方を選択する必要がある

だろう。

（１７）If we eat dinner with smokers, in spite of nonsmokers we may suf-

fer from a serious disease that is caused by smoking. （ICNALE）

日本人英語学習者は，英語母語話者とは異なり，廃れた表現である in

spite ofを頻繁に使用することや譲歩の前置詞の使用に関する間違いが多

いことがここまでの調査で判明した。譲歩表現全体の使用傾向に関しても，

日本人英語学習者と英語母語話者の間には大きな違いがあることが図２と

表６から読み取れる。以下の図表では，譲歩を表す際に使う語として，前

置詞（despiteと in spite of）と従属接続詞（althoughと though）を取り

上げた。ICNALEでは，英語母語話者のデータ（ENS１）のサイズは日本

人英語学習者のおよそ四分の一なので（１００人による２００のエッセイ），以

下の図２では英語母語話者の用例数は４倍にして示している。

図２から，日本人英語学習者は英語母語話者よりも譲歩を表す語を使用

図２．ICNALE における譲歩表現の使用頻度

despite in spite of although though 合計

英語母語話者 １（２．３％） ０（０．０％）２１（４８．８％）２１（４８．８％） ４３（１００％）

日本人英語学習者 ３（２．６％） １７（１４．９％）３６（３１．６％）５８（５０．９％）１１４（１００％）

表６．ICNALE における譲歩表現の使用頻度１４
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する頻度が少ないことが明らかだが，これは日本人英語学習者が譲歩表現

を上手く活用していないことを物語っているかもしれない。１５ しかし，最

も注目すべき違いは，日本人英語学習者は譲歩を表す際に前置詞を過剰使

用しているという点である。前置詞（despiteと in spite of）と従属接続詞

（althoughと though）の二つに分類した図３によると，英語母語話者が前

置詞を使用する割合は約２％だが，日本人英語学習者は約８倍の頻度で前

置詞表現を用いている。１６ Biber et al.（１９９９：７８８）も述べているように，

譲歩を表す副詞表現には定型節を用いるのが最も一般的であるので，日本

人英語学習者が優先的に習得するべきなのは，従属接続詞を用いた譲歩表

現の産出方法であると考えられる。例えば，上で挙げた（１７）の in spite

of nonsmokersは（al）though we are nonsmokersに書き換えが可能であ

り，従属節を用いた表現の方が初級学習者にとって産出しやすいだけでな

く，意味が明瞭である。

本節が明らかにした日本人英語学習者の特徴をまとめると以下の通りで

ある。日本人英語学習者は，英語母語話者と比べると譲歩を表す際に前置

詞を過剰使用する傾向がある。また，その際に使用する前置詞は，現代で

は使用頻度が極めて低い in spite ofであることが大半である。前置詞の使

用時には，２０％以上の頻度で使用法を誤っており，前置詞と従属接続詞の

混同や綴りの混同等の誤用が観察された。

図３．ICNALE における譲歩表現の品詞別割合
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６．おわりに―英語教育への提言―

本研究は英語教育へ以下の提言をする。

第一に，英語教育では譲歩の前置詞を扱う際に despiteを重点的に指導

するべきである。in spite ofは廃れかかっている表現であり，現代英語に

おける重要性は今後も下がっていく一方であると予想されるので，高等教

育の授業（特に読解に焦点を当てた授業）において補足的に説明する程度

でよいのではないだろうか。現代では，notwithstandingと同様に，中高

で扱う必要がある程の重要表現ではないと思われる。in spite ofを指導し

ないという方針を採用すれば，despiteと in spite ofを混同した綴り上の

間違いが減少する可能性があるという点でもメリットがあるかもしれない。

しかし，高い水準の英文の読み書きが今後求められるであろうレベルの学

生（例えば英語専攻の学生等）に対しては，despiteの同義表現として in

spite ofという形態があることを説明したほうが望ましいだろう。

第二に，despiteの使い方を指導する際には，従属接続詞の althoughや

thoughとの違いを強調するべきである。日本人英語学習者は，譲歩を表

す際に前置詞を過剰使用し，且つ使用法を誤る傾向があるので，まずは従

属接続詞を用いた文をしっかりと産出できるように訓練するような指導法

が望ましいのではないだろうか。前置詞の despiteを最大限に使いこなす

には，初級学習者にとってはハードルが高い名詞構文の理解も不可欠であ

るため，従属接続詞を用いた譲歩表現の方が遥かに習得しやすいと考えら

れる。例えば，「雨が酷く降ったのにもかかわらず」ということを伝えた

い場合には，まずは従属接続詞を用いた（al）though it rained heavilyが

しっかりと産出できるようになることが重要である。その次のステップと

して，前置詞と名詞構文を用いた despite the heavy rainという言い方が

あることを指導するべきではないだろうか。その一方で，名詞構文を使用
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することには文体の格調を高める効果があるので（古田２０１５：５６―５８），前

置詞 despiteを用いた譲歩表現は，大学のアカデミックライティングの授

業では積極的に取り上げられる必要があるだろう。

最後に，大学入試問題や各種英語検定試験において，in spite ofが重要

な表現として未だに出題されているという現状は見直されるべきではない

だろうか。例えば，大学入試センター試験の過去１０年分（２００５年度から２０１４

年度まで）の本試験を調査してみると，過去１０年では２回 in spite ofが現

れているが，いずれの問題もこの群前置詞の意味がわかっていることを前

提としているような問題である。２００５年度の問題では，（１８）で示した文

章の並べ替え問題で，２０１２年度の問題では，（１９）で示した文法・語法問

題で in spite ofが使われている。センター試験においては未だに in spite

ofが重要な表現として扱われているようだが，現代英語の実態を考える

と時代錯誤に思える。１７

（１８）２００５年 大問３B 問１

Did you know that things as small as leaves can delay trains?

When leaves fall onto the tracks they can cause wheels to slip and

then the brakes may not work properly. [28] They claim that it

could blast leaves away easily and quickly.

A. Some scientists suggest that a laser device fitted onto the front

of a train might solve the problem.

B. In spite of such efforts, trains are sometimes delayed for long

periods of time.

C. In some areas, those leaves have to be removed by an army of

cleaners.

（１９）２０１２年 大問２A 問２

Could you show me how to make my mobile phone ring differently,
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( ) who’s calling me?

� depending on � in spite of � on behalf of � relying on

このような背景を踏まえ，「変容する現代英語」という視点から英語教

育をアップデートしていく必要があると強く考えている。本研究では譲歩

の前置詞に限定したが，今後は他の文法事項も調査の対象にすることで，

英語史研究者として，また英語教師として，英語教育の改善に貢献できれ

ばと思っている。
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注

１）本稿で使用されている英語の通時的・共時的コーパスに関しては，Corpus Resource

Database（CoRD）（http://www.helsinki.fi/varieng/CoRD/）に詳しい。

２）菊地（２０１４）では Google Booksコーパスや TIMEコーパス等のコーパスも調査し

ているが，本論では議論に直接的に関係があるコーパスの調査結果のみを紹介する。

３）JEFLLや ICNALE等の日本人英語学習者のコーパスに関しては，投野他編（２０１３）

を参照。

４）１９世紀以前の譲歩の前置詞の使用に関しては，Rissanen（２００２）を参照。

５）菊地（２０１４）では，１９６０年代の Brownと LOB，１９９０年代の Frownと FLOBの調

査結果は，田島（１９９４）と岩田（２００１）から引用している。また、菊地（２０１４）は、
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AmE０６と BE０６が著作権の関係で公開されていなかったため、編纂者の Paul Baker

教授の HPで公開されている頻度リストに基づいて、それぞれの形態の頻度を示した。

しかし、その後、ランカスター大学の CQP Webで両コーパスが利用可能になったた

め、本稿では頻度リストを用いずにコーパスから直接頻度を抽出した。菊地（２０１４：

６）の in spite ofの数値は、頻度リストにおける spiteの頻度に基づいているため、

菊地（２０１４）と本稿では in spite ofの数値に多少のずれがある。詳しくは菊地（２０１４）

の注8を参照。

６）カイ二乗検定（イェーツ補正）を行った結果，１９６１年と１９９１／１９９２年には，despite

と in spite ofの頻度に関して，英米間に有意水準１％で差があったが（１９６１年 x２＝９．８６，

df＝１，p＜．０１；１９９１／１９９２年 x２＝６．８１，df＝１，p＜．０１），２００６年には有意差が認め

られなかった（２００６年 x２＝１．８６，df＝１，p＝．１７）。

７）Quirk et al.（１９８５），江川（１９９１），Swan（２００５）等参照。

８）ICNALEの英語母語話者のコーパス（ENS）は，大学生１００人のデータを収録した

ENS１と大学生以外の１００人のデータを収録した ENS２の二つのサブコーパスから構

成されている。ICNALEの編者である Ishikawa（２０１３）は，英語学習者とネイティブ

スピーカーを比較する際には，ENS１を使用するのが適していると述べているので，

本研究では ENS１のみを調査対象とした。

９）JEFLLのデータには中学生が譲歩の前置詞を使用している例は観察されなかった。

１０）本論では例文中のイタリックは全て筆者によるものである。

１１）（５）と（６）では，despiteはピリオドの後に使用されているので，howeverのよ

うな副詞として誤用されている可能性もあるかもしれない。

１２）同じく群前置詞である instead ofとの類推が働いた可能性もあるかもしれない。

１３）全体の用例数の少なさもあり，despiteには同様の例は観察されなかった。

１４）前置詞と従属接続詞の使用に焦点を当てるため，副詞として使用されている though

は調査の対象外とした。また，日本人英語学習者の thoughの用例からは，thought

や through等のスペルが似た語を書き間違えて使用されている例は除外している。

１５）日本人英語学習者は譲歩を表す際に，前置詞や従属接続詞以外の語（等位接続詞の

butや副詞の however等）を好んでいる可能性もあるが，本論では，文中で副詞句・

節を導く前置詞と従属接続詞に調査対象を限定した。

１６）前節で見たように，日本人英語学習者の譲歩の前置詞の使用例には接続詞としての

誤用も含まれているが，それらの用例を除いたとしても，日本人英語学習者が前置詞

表現を過剰使用しているという傾向に変わりはない。

１７）参考までに，過去１０年のセンター試験において despiteは計５回使用されていた。


